
1． 研究課題名

2． 対象患者

3． 対象となる期間 2021年10月22日 ～ 2022年10月31日

4． 実施診療科等

5． 研究責任者 氏名 小渡　健司 所属 整形外科

6． 共同研究機関
（共同研究機関研究責任
者）

7． 研究の意義

8． 研究の目的

9． 研究の方法
（使用・提供する資料等お
よび外部に提供する場合
の方法等）

10． 個人情報の保護

11． 利益相反に関する状況

12． 連絡先

電話 　　　0172-52-2121　　 FAX 　　　　0172-52-5682

登録された研究対象者の個人情報は厳重に管理し、本研究以外の目的
には使用しません。得られたデータを集計し学会発表、論文等で公表す
る場合、個人が特定されることがないよう十分配慮します。

　　黒石市国民健康保険黒石病院　整形外科　　　

　2021年10月22日から2022年10月31日の時点で、黒石病院整形外科で
ロモソズマブの１年間の投与が完了している症例を対象とします。 診療
録を後方視的に検討し、情報を収集します。　担当者よりインフォームド・
コンセントを行い口頭同意および記録を行います。対象者より同意撤回
の求めがあれば、いつでも研究対象より除外します。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で，情報を研究目的に利用されることを希望されない患者
さんもしくは患者さんの代理人の方は，下記の連絡先までお申し出ください。

黒石市国民健康保険黒石病院で診療を受けられる皆様へ

骨粗鬆症に対するロモソズマブ投与の治療効果向上のための研究

黒石病院整形外科外来においてロモソズマブ（商品名　イベニティ）皮下
注射を施行した患者

　本院では，下記の研究を実施しておりますのでお知らせいたします。

整形外科

　脆弱性骨折後の新規骨折を予防するためには骨粗鬆症治療の早期介
入が重要だが、ロモソズマブの骨折後の投与開始時期と効果の関係に
ついては不明な点が多い。本調査で、骨折から投与開始までの期間が骨
密度増加率に与える影響について検討することができると考えられます。
　骨粗鬆症に対するロモソズマブの治療効果を高める投与時期、方法な
どについて検討するため。

本研究に関して利益相反はありません．
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